






 【要約】   総合母子保健センターで実施した、1994 年度出生のマス・スクリーニング

で発見されたクレチン症およぴ周辺疾患の全国調査成績を解析した。クレチン症 164 例、

クレチン症疑い 19 倒、一過性甲状腺機能低下症 49 例、乳児一過性高 TSH 血症 161 例が報

告、集計された。乳児一過性高 TSH 血症と報告されたうちの 59 例は他診断名が妥当では

ないかと思われ、次回からの全国調査の時には本症の診断基準を徹底する必要があると思

われた。全疾患症例の精査初診日齢は平均 23 日齢で、地域差があった。クレチン症症例

は平均 20.2 日齢であった。7 年前の調査桔果とほぼ同じ日齢であり、この辺か限界かと

思われる。合併疾患としては、以前の調査と同様に、ダウン症、先天性心疾患が多かった。

初期治療量か約 10μg/Kg/日以上の症例が 6 6%あり、7年前の 2 0%という成績よりも向上

した。しかし、まだ不十分な例もあり改善の余地もあると思われた。


